様式２
出生時育児休業申出書
	
                                               　申出年月日　　令和　　年　　月　　日
　
　国立大学法人
　　九州大学総長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属・職名  　　                             

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　         　　次のとおり出生時育児休業の申出をします。


	１　休業申出に
係る子の状況
	氏名
	

	
	続柄
	

	
	生年月日
（または出産予定日）
	

	２　申出期間
	（１回目）令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日まで

	
	（２回目）令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日まで

	３　休業中の就業の希望
（教員のみ）
	
□　有　　□　無

　※有の場合は、様式７により別途休業中の就業の申出手続きを行うこと。

	４　備　　考
	



【記入要領等】 
①　この申出書には、申出に係る子の氏名、申出者との続柄及び生年月日（出産予定日）を証明する書類（出産予定証明書、住民票記載事項証明書、出産証明書、出生届受理証明書等）を添付すること（写し可）。
②　子の出生前に申し出る場合は、「１休業申出に係る子の状況」欄の記入及び証明書類の添付は、出生後、速やか　　
に行うこと。予定よりも早く産まれた場合で開始予定日を予定よりも前の日に変更する場合は、様式５により変更　
の申出を行う。また、出産が予定より遅れるなどにより、開始予定日を後ろの日に変更する場合は、当初の申出の　
撤回を行う。
③　該当する□にレ印を記入すること。
④　「３申出期間」について、出生時育児休業を２回取得することを希望する場合は、１回目と２回目を一括で申し　
出ること。
④　備考欄には、次の区分に応じてそれぞれ定める事項を記入すること。
　(ｱ)申出に係る子以外に生後８週間に満たない子を養育する場合
　　　その氏名、申出者との続柄及び生年月日
　(ｲ)申出に係る子が養子の場合　
　　　縁組成立の年月日
　(ｳ)特別養子縁組の監護期間中の子・養子縁組里親に委託されている子・養育里親として委託された子の場合
　　　手続きが完了した日
　(ｴ)特別の事情があり、休業開始予定日の１週間前に申し出る場合
その事情に係る事実（出産予定日より早く子が出生したとき等）

